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「中野区公衆浴場法施行条例」の改正案に盛り込むべき主な事項について

１．改正の背景と趣旨

区内の浴場における入浴者の衛生及び風紀の保持については、「中野区公衆浴場

法施行条例」（以下「条例」という。）に基づき指導等を行っている。

国の技術的助言にあたる「公衆浴場における衛生等管理要領」（以下「衛生等管理

要領」という。）が令和２年１２月に改正されたことに伴い、公衆浴場等における男女混

浴制限年齢を引き下げることとする。また、入浴施設のレジオネラ症対策についても、

衛生等管理要領に合わせて改正する。

併せて、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律の一部を改正する

法律」に合わせ、所要の文言修正を行う。

２．中野区公衆浴場法施行条例の改正の考え方

（１）男女の混浴制限年齢について

《説明》

区では、浴場業における混浴制限年齢について、風紀に必要な措置として条例で規

定している。国は、厚生労働科学研究「子どもの発育発達と公衆浴場における混浴年

齢に関する研究」において、混浴制限年齢を引き下げることで、「公衆浴場における混

浴に関するトラブルを防止することによって、公衆浴場業界が発展することが期待され

る。同時に、子どもたちが公衆浴場で性的な被害を防ぐことや、子どもたちの望まない

混浴を回避することにもなり、子どもの健やかな発育発達にも寄与できる」とした結果

を受け、令和２年１２月１０日、衛生等管理要領で規定する混浴制限年齢の引下げを行

った。このことから、衛生等管理要領の改正趣旨を踏まえ、男女の混浴制限年齢を引

き下げることとする。

（２）浴槽水等の消毒方法について

《説明》

区ではこれまで浴槽水中の遊離残留塩素濃度を 0.4mg/L 以上に保つよう規定し、

これにより難い場合であっても、塩素系薬剤とその他の消毒方法の併用しか認めてい

なかった。国は、衛生等管理要領及び「循環式浴槽におけるレジオネラ症防止対策マ

ニュアル」において、浴槽水の消毒方法として、アルカリ性等の環境でも消毒効果を発

揮するモノクロラミンを単独使用できることとしていることから、区においても認めるこ

ととする。また、温泉を貯蔵する貯湯槽を使用する場合の消毒方法も同様とする。

浴槽水等の消毒について、塩素系薬剤以外の多様な消毒方法を選択できるよう

に規定を改める。

男女の混浴制限年齢について、１０歳以上をおおむね７歳以上に引き下げる。
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（３）ろ過器の構造設備について

《説明》

浴槽水の循環ろ過器の構造については、衛生等管理要領において、逆洗浄等の適切

な方法でろ過器内のごみ、汚泥等を排出できる構造であることと示された。このことか

ら、区においてもこれと同様の規定とする。

（４）浴槽の換水頻度について

《説明》

浴槽水を清浄に保つため、毎日換水することが原則である。ただし、浴槽の構造上

の問題等により毎日の換水が困難な場合でも、ろ過器や循環配管などは、レジオネラ

属菌の温床となる生物膜ができやすいことから、これの除去あるいは発生を防止する

ため、最低でも１週間に１回浴槽水を完全に換水し清掃することとし、衛生等管理要領

と同様の規定とする。

（５）風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（以下「風営法」という。）の規

定に該当する公衆浴場の営業時間について

《説明》

風営法第１３条では、「風俗営業者は、午前零時から日出時までの時間においては、

その営業を営んではならない。」としていたところ、風営法の一部を改正する法律（平

成２７年法律第４５号）により、日出時は１年でその時間に変動があり、営業者の負担と

なることから、「日出時」を「午前６時」に変更する改正が行われた（平成２８年６月２３

日施行）。条例において風営法の規定による公衆浴場の営業時間の制限の規定があ

ることから、風営法と同様の規定とする。

風営法第２条第６項第１号に該当する公衆浴場は、午前零時から日出時までの時

間において営業を行わないこととしていたところ、「日出時」を「午前６時」と改める。

ろ過器のろ材は、逆洗浄もしくはろ材を交換できる構造としていたところ、逆洗

浄等の適切な方法でろ過器内のごみ、汚泥等を排出できる構造とする。

浴槽水は、毎日完全に換水することを原則としている。

ただし、これにより難い場合にあっても、１週間に１回以上完全に換水して浴槽を

清掃することを新たに追加する。


